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R32a 銀河中心部における星団の進化:星の暴走的合体による中間質量ブラックホー
ルの形成
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銀河系の中心から 1pc以内で、非常に若くて (年齢数Myr)重い星が見つかっている。このような場所では銀河中
心ブラックホール (BH)の潮汐力が強いため、通常は星形成は起こらないと考えられている。これらの星の起源と
して、 (1)銀河中心から少し離れたところでできた星団が力学的摩擦で落ちてきた、 (2)ブラックホール周りの降
着円盤上でできた、という 2つのシナリオが考えられている。
星団は、高い軌道離心率の星や銀河中心から 0.18pcにある IRS13Eのようなコンパクトで中心に中間質量ブラッ

クホール (IMBH)があると考えられている星の集まりをうまく説明できるが、これまでに行われた N体シミュレー
ションでは、初期に星団の質量が非常に大きいか、星団が非常に銀河中心に近くないと観測と合わないという結果
になっている。しかし、これらの計算では銀河を外場として扱い、星団が銀河から受ける力学的摩擦に解析的なモ
デルを使っており、このような解析的計算は星団の軌道の減衰のタイムスケールを過大評価することがわかってい
る。(Fujii et al. 2006; Fellhauer & Lin 2006)
本研究では星団も銀河もN体で表現したシミュレーションを行い、星団の軌道進化と内部進化を調べた。本講演

では、星団内での星の衝突合体、恒星風による質量損失を入れた計算について報告する。星団でコアコラプスが起
こると、星団の内部では星の暴走的合体が起こり、IMBH程度の質量 (103-104M⊙)を持つ星ができる。星の半径に
は Herley et al.(2000)を、質量損失には Castor et al. (1975) を用いた。同じ初期条件でも、半径や質量損失の仮
定によって、合体でできる星の質量は 103-104M⊙くらいの間で変化する。


